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教員の㈨㉁⬟ຊྥୖのための研修のᅾり方 
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Ƹơめƴ 

 ᢸ௵が園児に⤮ᮏをㄞࢇでいる。園児は┠を㍤かせ、うなずきながら⤮ᮏに㣗いධるように⪺いて

いる。そこには方ྥのとても かい人㛫㛵ಀがឤࡌられる。テࣞビは集中していても୍方ྥからの

ఏ㐩しかឤࡌられない。トࣛࣈルが㉳きた時、ᢸ௵がࠕどうしてけࢇかになったの どうすればよࠕࠖ

いかなࠖなどおいの話をᑀに⪺いている。話が༑ศにできない園児には、┠⥺を合わせࠕ㸿ྩは

ᮌをって⮬動㌴を作ろうとしていたࡳ✚㸿ྩはࠕ、と話を⪺き出しࠖࡡࡔࢇたかったࡧᮌで㐟ࡳ✚

ってࠖなど௦ᘚしながら、おいが⣡ᚓするように話をࡔࢇᮌをいたかったࡳ✚からࡔ、ってࡔࢇ

しながら解Ỵしている。ಙ㢗㛵ಀがしっかり⠏かれているᢸ௵ࡔからこそ話を⪺き出すことができ解

Ỵに⮳ったのである。人ᕤ▱⬟やࢥンࣗࣆーࢱ等がいかに発㐩してこようとトࣛࣈルの解Ỵはできな

い。 

教育は人が人を教えることであり、ಙ㢗㛵ಀが⠏かれている中で୍つ୍つのことがᑀに行われる

ことが最も大切なことである。 

ᶫ୕Ặはࡰྂࠕけた࣒ࢦẦは取りかえてやればいい。ᛶした教育は内からᙎຊを┒り返す

、どかはない。教育は子どもにえるものである。⮬らを᪂たにするດຊをḞいた教育をえる

子どもにẼのẘなことはない。ࡴしろ↓ṧであるࠖ㸯㸧 

大ᮧはまẶは、ࠕなࡐ、研究しない教ᖌは教ᖌとしてᅔるのでしࡻうか。研究には、ᴦしࡳもあり

ますが、ⱞしࡳのうがずっと多いとᛮいます。㧗いものを┠指したり、ᚓたいものを┠指したりし

て、ⱞしࡳながら、少しのᴦしࡳをわいながら、⮬ศをఙばしていこうとします。⮬ศをఙばすⱞ

しࡳとᴦしࡳのなかで⏕きています。そして、それは、学ࡪ子どもたちのጼなのです。ですから、研

究をつ࡙け、学ࡧつ࡙けることは、子どもとྠࡌᗋに❧ち、ྠࡌୡ⏺にいることなのです。研究して

いなければ、そこがᔂれてしまいます。子どもと㐪うୡ⏺の人、子どもとྠࡌᗋのୖにいない人にな

ってしまいますࠖ㸰㸧と研修の大切ࡉについて㏙ている。 

人こそ最大の教育⎔ቃであり、ましてやᗂ児期は教員との㛵わりが大きく影㡪している。そのため
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にも教員は保育に㛵するᑓ㛛ⓗ▱識・ᢏ⾡はもとより、人㛫ᛶを㧗めていくことが㔜要なことである。

⮬らの職ົを⮬ぬし、研修の┠ⓗを᫂確にᣢちながら研修に⤯えずດめ㈨㉁ྥୖにດめていかなけれ

ばならない。 

そこで、教員としての㈨㉁⬟ຊྥୖࡉせていくためのຠ果ⓗな研修のᅾり方について考える。 

 
第Ძ．࠷ᆐטՃƷឋӼɥƷॖ፯ 

  ᗂ⛶園教員の㈨㉁ྥୖに㛵する調ᰝ研究༠ຊ者会㆟は、ࠗ ᗂ⛶園教員の㈨㉁ྥୖについて㸫⮬ら

学ࡪ教員のために 㸦࠘報告㸧の中で、ᗂ⛶園教員の㈨㉁ྥୖの意⩏についてḟのようにまとめてい

る。㸱㸧 

  ᗂ児期は、人㛫ᙧ成のᇶ♏がᇵわれるᴟめて㔜要な時期であり、者のᏑᅾを意識しጞめ、人と

のつながりや࿘りの⯆や㛵心が広がる時期である。ᗂ児は、初めての集ᅋ⏕活であるᗂ⛶園に

おいて、体ⓗな活動としての㐟ࡧを通ࡌ、者との㐪いにẼき、ともに活動する႐ࡧをᚓ、⮬

らのዲወ心を㧗めるなど、⏕きるຊのᇶ♏をᚓることができるようになるので、㐟ࡧを通した⥲合

ⓗな指導を行うことが㔜要である。 

  ᗂ⛶園教員は、ᗂ児を内面から理解したୖで、ᗂ児の体ⓗな活動が確保ࡉれるように≀ⓗ・✵

㛫ⓗ⎔ቃをᵓ成するとともに、また、ᗂ児の活動を豊かにするためのᙺが期ᚅࡉれており、ᗂ児

教育における中᰾ⓗなᙺをᢸっている。このため、ᗂ⛶園教員にඃれた人材をᚓ、また、その㈨

㉁ྥୖをᅗることはᴟめて㔜要である。 

  ᗂ⛶園教員にồめられる㈨㉁には、いわࡺるࠕ᫆ࠖとࠕ流行ࠖの㒊ศがあると考えられる。ま

ず、いつの時௦にもồめられる、ᗂ児を理解し、⥲合ⓗな指導をするために必要な㈨㉁はࠕ᫆ࠖ

として位置࡙けられ、ᖖにཎⅬに❧ってྥୖࡉせていくきものである。୍方、⌧ᅾ、ᗂ⛶園を取

りᕳく⎔ቃが大きくኚする中、᪂たにᗂ⛶園教員にồめられるようになってきた㈨㉁には、ࠕ流

行ࠖとして位置けることができ、ᖜ広い⏕活体㦂や♫会体㦂を⫼ᬒにとしたᰂ㌾ᛶやたくましࡉ

をᇶ♏としてྥୖࡉせていくことが㔜要である。 

 

第Წ．研修˳ኒ 

⥆いて各ẁ㝵の課題とᒎᮃをࠕᗂ⛶園教員の㣴成・᥇⏝・⌧職の各ẁ㝵における課題とᒎᮃࠖとし

て以ୗのようにまとめている。㸱㸧 

㣴成ẁ㝵における課題とᒎᮃとして、㣴成ẁ㝵におけるᇶᮏⓗどⅬは、ᗂ児理解にᇶ࡙き、㐟ࡧを

通して⥲合ⓗに指導するというᗂ⛶園教員のᇶ┙ⓗなᑓ㛛ᛶを㣴成することが、まず取り組ࡴき㔜

要なことであり、 

㸯㸬教員ᚿᮃ者⮬㌟の多様な体㦂・ᚓ意ศ㔝の⣲ᆅのᙧ成 

㸰㸬実践ຊの育成 
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㸱㸬ୖ⣭චチ≧の取ᚓ、චチ≧ཬࡧ㈨᱁のే᭷ 

㸲㸬教員㣴成のための教育⎔ቃの充実 

㸳㸬ᖜ広いᗂ⛶園教員ᚿᮃ者の確保 などが㔜要である。 

㣴成ẁ㝵のことについては、ᖺ度豊岡短期大学論集 13 号にࠕ᪂たな時௦にྥけた教員㣴成の

ᨵၿ方⟇についての୍考ᐹࠖと題して、学⏕が今備わっていると考えている㈨㉁⬟ຊは何か、༞ᴗ

までに㌟に╔けたいと考えている㈨㉁⬟ຊは何か、それをどのようにして㌟に╔けようとしている

か等についてンࢣート調ᰝを中心としてまとめた。 

り多くの人と出会い話をしたりして人㛫ᛶを㧗めようࡔࢇ活動に取り組ンテࣛ࣎、学⏕はࠕ

としたり、〇作活動やᡭ㐟ࡧ、⤮ᮏのㄞࡳ⪺かせに取り組ࡔࢇりしてᚓ意ศ㔝をቑやそうとしてい

る。また、᪂⪺やテࣞビを見たりㄞ᭩をしたりして、౯್ほを多様にしながら♫会ໃの把握にດ

めようとしているࠖ㸲㸧 

 
᥇⏝ẁ㝵での課題とᒎᮃとしては、᥇⏝ẁ㝵におけるᇶᮏⓗどⅬは、ᖺ㱋、⤒㦂ཬࡧᛶูなどの職

員ᵓ成に配៖した᥇⏝のᕤኵを行うことが㔜要であり、 

㸯㸬ᖜ広い⬟ຊや⤒㦂をもつ者の᥇⏝ 

㸰㸬ᗂ⛶園㐠Ⴀの⌧≧に༶した᥇⏝ 

㸱㸬人事交流による人材確保 

㸲㸬ฎ㐝面における配៖ が㔜要である。 

 
⌧職ẁ㝵における課題とᒎᮃとして、⌧職ẁ㝵におけるᇶᮏⓗどⅬは、研修のᙺとᵓ㐀、研修

の┠ⓗ・┠ᶆ・ᡭ法、⮬研修の意⩏、㈨㉁ྥୖの動ᶵ࡙けが㔜要であり、 

㸯㸬園内研修・園እ研修の充実 

㸰㸬教職⤒㦂にᛂࡌた研修の充実 

㸱㸬多様なࢽーࢬにᛂࡌた研修 

㸲㸬⮬ⓗ研修の⎔ቃの整備 

㸳㸬研修の充実 

㸴㸬ᆅ方බ共ᅋ体による研修体ไの充実 

㸵㸬㣴成ᶵ㛵との㐃ᦠཬࡧその研修ᶵ⬟のᙉ 

㸶㸬⟶理職のⓏ⏝となⓏ⏝のための研修 が㔜要である。 

 
 各ẁ㝵における研修の中で、⌧職ẁ㝵おける研修こそ最も教員としての㈨㉁ྥୖをᅗることができ、

充実ࡉせなければならない。その中の園内研修・園እ研修でとして取り組まれている保育実践を通

した研修は、┤᥋子どもと㛵わりながら取り組ࡴことで、理論と実践を結ࡧつけることができ、実践
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ຊをけることができる。また子どもの動きや保育者の指導を具体ⓗに見て研修することができるの

で、具体ⓗな話し合いができ㈨㉁ྥୖを┠指すにはຠ果ⓗな研修である。 

保育者が子ども㐩の考えや活動を予想しながら、⎔ቃのᵓ成を考えたり指導方法を考えたりして取

り組ࡔࢇことにᑐして、職員がおいにᚷ៸なく意見を交わしながら、ࡉらに子ども㐩を成㛗ࡉせて

いくための⎔ቃのᵓ成や指導方法について༠㆟を㔜ࡡていくことは、㈨㉁ྥୖに⧅がる。 

そこで、私が以前ົした豊岡ᕷᗂ⛶園会ᆅ༊での取組から㈨㉁ྥୖのための研修について考え

る。 

 
第３．保育実践を通して研修を深める 

㸯㸬合ྠで取り組ࡴ 

  豊岡ᕷᆅ༊ᗂ⛶園会では、以前から全教員でグループを⦅成し、グループ内で㡰␒に研究保育

をし、保育実践を参ほした後事後研究会をᣢち、テーマに沿って保育実践の内容について༠㆟を㔜

でいた。全教員でグループࢇたり、各⮬が実践事例をᣢちᐤり報告したりしながら研修に取り組ࡡ

を⦅成して研修に取り組ࡴことにしたのは、各園の教員が少なく園内での研修が༑ศできないため

多くの教員から指導をཷけることが研修の充実になると考えたことと、ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをᅗる

ことがࡡらいであったとᛮわれる。 

事後研究会での話し合いは、指導案や保育実践などをもとにࠕ⎔ቃのᵓ成のᅾり方ࠖなどの研究

のテーマに沿って、意見を出し合い内容を深めた。園内ࡔけの研修では㆟論が深まらないところを、

グループを⦅成することで人数がቑえ多様な考えが出ࡉれたり、園の取組も⪺くことができたり

して充実した研修に取り組ࡴことができた。 

  しかし事後研究会での話し合いを充実ࡉせるためには、研究保育の中で㔜Ⅼとなる場面や課題の

ある場面などは、⧞り返し確認しながら話し合いをすることで研修をࡉらに深めていくことができ

ると考えた。 

そこで私が研修ᢸᙜになった時に、保育実践をビデオに撮影して事後研究会でそれを鑑賞しなが

ら話し合うことにした。 

 
(1).研修計画 

   ・教員を㸲グループにศける。 

  ・各グループに研修ᢸᙜ者を置く。 

  ・研修ᢸᙜ者会をᐃ期ⓗに開催し、㐍ᤖ≧ἣの共通理解等を行う。 

  ・全員保育指導案を作成する。㸦指導案には今日の保育のどⅬを᭩いておく㸧 

・保育指導案をᇶに保育実践を行うとともに、その内容をビデオに撮影する。 

・事後研究会を開催し保育実践をᇶに話し合い研修を深める。 
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  ・全体会を開催し、各グループの取組を報告し研修内容を交流する。 

  ・研修内容は冊子にまとめ全員に配布する。 

 
(2).事後研究会の研修方法 

   ・事後研究会はビデオを鑑賞しながら話し合いを行う。 

   ・事後研究会の話し合いは、研修テーマに沿ってポイントとなることを共通理解し、話し合い

の柱を絞る。 

   ・全員が意見を発表できるようにする。 

 
(3).成果と課題 

   ○ビデオを鑑賞しながら話し合うことで、全員が保育内容を共通理解することができた。 

   ○ポイントとなる場面を何度も確認することができ、話し合いの内容を深めることができた。 

   ○指導の振り返りをすることができ、以後の指導に活かすことができた。 

   ○話し合いの時に人数が多いことは、多様な意見が出て話し合いの内容を深めることができ 

  た。 

   ●園の職員が少ないため、ビデオ撮影をいつするか撮影者との日程調整が必要であり、保育計

画とずれることがあった。 

   ●保育内容によっては活動場所が多岐に渡ることがあったり、保育者を中心に撮影するのか、

園児の活動を中心に撮影したりするのかなどどこにポイントを置いて撮影するか難しかっ

た。 

   ●広範囲から教員が集まるので、それぞれの園の行事等のこともあり研修日の日程調整が難 

しかった。 

 
(4).研修の充実のために 

   まずビデオを撮影するポイントとして考えなければならないことは、撮影者が保育実践の内容

をしっかり把握しておくことである。指導者は指導案を作成するときに、園児たちがどのような

ことを考えるか、どのような行動を取るか、教材や教具はどのようなものを準備しておけばよい

か、保育の場所はどこが良いか、教材・教具の位置はどこが良いかなどいろいろと予想する。 

その中で今日の保育ではここを特に大切にしたいというところがある。指導者はそこを事前

に撮影者と打ち合わせをしておくことが大切である。撮影者が撮影するポイントをしっかり認

識しておくということである。 

   また、話し合いでは、例えば私がいたグループでは、事後研究会での話し合いの時に最初に指

導者が今日の保育のポイントにしたところや実践した結果について提案し共通理解した後、参加
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  ・全体会を開催し、各グループの取組を報告し研修内容を交流する。 

  ・研修内容は冊子にまとめ全員に配布する。 

 
(2).事後研究会の研修方法 

   ・事後研究会はビデオを鑑賞しながら話し合いを行う。 

   ・事後研究会の話し合いは、研修テーマに沿ってポイントとなることを共通理解し、話し合い

の柱を絞る。 

   ・全員が意見を発表できるようにする。 

 
(3).成果と課題 

   ○ビデオを鑑賞しながら話し合うことで、全員が保育内容を共通理解することができた。 

   ○ポイントとなる場面を何度も確認することができ、話し合いの内容を深めることができた。 

   ○指導の振り返りをすることができ、以後の指導に活かすことができた。 

   ○話し合いの時に人数が多いことは、多様な意見が出て話し合いの内容を深めることができ 

  た。 

   ●園の職員が少ないため、ビデオ撮影をいつするか撮影者との日程調整が必要であり、保育計

画とずれることがあった。 

   ●保育内容によっては活動場所が多岐に渡ることがあったり、保育者を中心に撮影するのか、

園児の活動を中心に撮影したりするのかなどどこにポイントを置いて撮影するか難しかっ

た。 

   ●広範囲から教員が集まるので、それぞれの園の行事等のこともあり研修日の日程調整が難 

しかった。 

 
(4).研修の充実のために 

   まずビデオを撮影するポイントとして考えなければならないことは、撮影者が保育実践の内容

をしっかり把握しておくことである。指導者は指導案を作成するときに、園児たちがどのような

ことを考えるか、どのような行動を取るか、教材や教具はどのようなものを準備しておけばよい

か、保育の場所はどこが良いか、教材・教具の位置はどこが良いかなどいろいろと予想する。 

その中で今日の保育ではここを特に大切にしたいというところがある。指導者はそこを事前

に撮影者と打ち合わせをしておくことが大切である。撮影者が撮影するポイントをしっかり認

識しておくということである。 

   また、話し合いでは、例えば私がいたグループでは、事後研究会での話し合いの時に最初に指

導者が今日の保育のポイントにしたところや実践した結果について提案し共通理解した後、参加
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者が、指導者が提案したことやテーマに⤡ࡔࢇことなどについて意見や考えを⟢に᭩いてᥖ♧

し、各⮬が発表しながら話し合いをしていった。ูのグループでは、まずⱝい教員がඛに意見や

考えを発表し、その後࣋テࣛンの教員が意見を発表するなどしていた。 

話し合いは、ⱝい教員も࣋テࣛンの教員もྠࡌように意見をゝい合うことができるようにす

ることが大切である。࣋テࣛンの教員が意見をゝうと、ⱝい教員が意見をゝえなくなってしま

うようなことは㑊けなければならない。⟢を活⏝したりⱝい教員がඛに意見や考えを発表し

たりすることで、話し合いが活発になり内容が充実していった。 

 グループで取り組ࡔࢇ内容は、全教員が参加して全体会を行い、各グループの㐍ᤖ≧ἣや研

修の取組内容を報告しホ౯し合うとともに、ᖺ度ᮎには冊子にまとめ全教員で共᭷した。 

  
㸰㸬園内研修の取組 

 (1).᪂௵教員研修 

    豊岡ᕷが 4 ṓ児から園児をཷけධれ 2 テࣛン教員㸦5࣋、になった時にࢫࣛࢡ ṓ児ᢸ௵㸧と

᪂௵教員㸦4 ṓ児ᢸ௵㸧の組ࡳ合わせになった。そこで᪂௵教員が᪩く⮬ಙをᣢって指導がで

きるように、࣋テࣛン教員が指導者となってᇶᮏⓗな⏕活のきまりのᚭᗏの方や㐟具のい

方、教材・教具の具体ⓗな指導方法、課題のある子どものᑐᛂなどを中心として園内研修に

取り組ࡔࢇ。 

 
 な内容()

○ධ園ᙜ初の⏕活のきまり・㐟具等のい方について 

  ・ୗ㥏⟽の㠐のධれ方 

  ・㐟具のい方 

  ・㞧ᕵの絞り方、い方 

  ・Ỉ⟄のかけ方 

  ・話の⪺けない子のᑐᛂ 

  ・᳔子に㟼かにᗙっておくことができない子のᑐᛂ 

○ᮅの時㛫のもち方について 

    ○園児のᑐᛂについて 

     ・けࡌめのつけ方 

     ・⣙᮰事 

    ○⏝具のい方 

 ࢫࣃࣞࢡ・     

     ・マࢡࢵࢪ 
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     ・はࡳࡉ 

     ・のり 

    ○㐠動㐟ࡧについて 

 ࣗࢩࢵࢲ・     

     ・いろࢇな動≀の動き 

     ・㕲Წ 

   ⟽ࡧ㊴・     

 
(イ)取り組ࡳについて 

の園児にᑐして指導を行い、その様子をビデオで撮影ࢫࣛࢡテࣛン教員が᪂௵教員の࣋

した。ᨺ課後ビデオを見て振り返りながら話し合いをした。 

ୗ㥏⟽の㠐のධれ方や㐟具のい方、けࡌめのつけ方、⣙᮰事などẖ日の⏕活でᇶᮏⓗ

なことを、最初にきちっと園児に指導しておくことが大切である。ᇶᮏⓗな内容がおろそ

かになるとẖ日の⏕活がࢇࡔࢇࡔとᔂれてくる。学⣭⤒Ⴀで㔜要なことである。 

のりなどの教材・教具や㐟具のい方を、ࡳࡉは、ࢡࢵࢪやマࢫࣃࣞࢡ 4 ṓ児もྠࡌよ

うに指導することで、ḟᖺ度は園児が⮬ら取り組ࡴことができたり、ᖺ㛗児になった時に

ᖺ少児にᑐして教えたりすることもできる。ᗂ児ྠኈの㐃ᦠも⏕まれる。  

指導方法を、࣋テࣛン教員が┠の前で指導しているので具体ⓗに学ࡪことができた。ま

た学ࡔࢇことをすࡄに実践することができたり、ビデオに撮影していたので後で振り返る

ことができたりしてຠ果ⓗであった。 

᪂௵教員は࣋テࣛン教員から指導をཷけることで、ࢇࡔࢇࡔと指導に⮬ಙをᣢつことが

できるようになり、指導に深ࡳやᖜができてきた。 

      
 (2).保育࢝ンࣞࣇンࢫ 

    ẖ㐌㔠᭙日に୍㐌㛫の┬とḟ㐌の保育計画について話し合いを行った。ᢸ௵が୍㐌㛫の取

組や園児の様子等について報告し、成㛗したことを共通理解したり課題はḟにどのように取り

組ࢇでいくか等について話し合った。園ົ員ࢇࡉもྵめて職員全員で園児のことや園の活動に

ついて話し合うことができたことは、とてもよかった。 

    保育活動についてどのような⎔ቃのᵓ成ができるか▱ᜨを出し合うことができたり、課題を

ᢪえている園児に職員全員でどのように㛵わっていったりするか具体ⓗに話し合うことがで

きた。園児のことにこまめに㛵わることで、子ども理解が深まった。 
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ƓǘǓƴ 

   研修の中心は子どもである。子どもがしっかり成㛗するための指導方法について考えなければ

ならない。そのための⎔ቃのᵓ成はよかったࡔろうか、ຓやኌけはよかったࡔろうかなど考

えていく。そして取り組ࡔࢇことはホ౯をすることである。ホ౯をすることによってḟの課題が

見つかる。そして課題を解Ỵしていくために᪂たなテーマがỴᐃࡉれたり、方⟇をỴめていった

りすることになる。 

   教員は、研究保育にྥけて指導案を୍人୍人の子どもの㢦をᾋかながら、どのようなことを

考えるのࡔろうか、どのような動きをしたりするࡔろうかなどをいろいろ予想したり、活動内容

や⎔ቃのᵓ成をどうするかの教員に考えを⪺いたり、ᮏをㄞࡔࢇりしながら教材研究して作成

していた。そして何度も࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンしながら指導案をᡭ┤しして子どもをより成㛗ࡉせよ

うと取り組ࢇでいた。 

事後研究会では、ビデオで保育をもう୍度鑑賞しながら、保育のࡡらい、子どもの動きや活

動内容、⎔ቃのᵓ成などについて話し合った。参加者からは、⮬ศが保育をしているようにࠕ私

ならここでは○○のようにຓをするかな をしたときに○○を⏝意ࡳような取り組ࡌ以前ྠࠕࠖ

したら㐟ࡧが広がったࠖなどたくࢇࡉの意見が出ࡉれ充実した研修会を行うことができた。 

ᑠつᶍの園では事後研究会の内容を深めることはなかなか難しいとᛮうが、広範囲の園の職

員が合ྠで取り組ࡴことで、多様な意見が出ࡉれ内容深い研修に取り組ࡴことができた。多く

の教員から学ࡪことができ㈨㉁ྥୖに⧅がった。また園と合ྠで研修を㐍めることで教育ጤ

員会の方㔪等も共通理解しながら取り組ࡴことができるし、職員㛫のࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをᅗ

ることができた。 

保育実践をしながら研修を㐍めることは、ⱝい教員も࣋テࣛン教員もྠࡌᅵಥで話し合いで

きる。ⱝい教員は࣋テࣛン教員から様ࠎな指導方法やᢏ⾡などを学ࡪことができ、࣋テࣛン教

員はⱝい教員の᪂しいឤぬから่⃭をཷけることができる。 

このように保育実践を通した研修は教員の㈨㉁ྥୖをᅗっていくのにとてもຠ果ⓗであり、

 。せることが必要であるࡉらに充実ࡉ

大ᮧはまẶはࠕ私たち教ᖌは、人㛫のຊ、人のよࡉ、子どものឡ、そういうものに⮬ಙ

をᣢち㐣ࡂないで、そういったことはᙜたり前というࡩうに考えて、教ᖌでないとできない、

といったᢏ⾡をࡹࡌうࢇࡪに⦎りたいものです。そして、⮬ಙをもち、㸫教育のᑓ㛛ᐙとして、

このことをしているとゝえる、確かなものをもつ教ᖌになりたいとᛮいますࠖ㸳㸧 

     研修は✚ᴟⓗに取り組ࢇでこそຠ果がୖがる。いやいやながらやらࡉれる研修ではຠ果はୖが

らない。全員がのࡧのࡧと意見をゝい合いながら、ᴦしࢇで取り組ࡴことができる研修をしなけ

ればならない。ᖾい୍⥴に学ࡔࢇ教員からは学ࡰうとする意ḧがឤࡌられ、⏕き⏕きと研修に取
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り組ࢇでいた。 

たࡔ保育実践を通しての研修は、保育実践をして事後研究会を行い、事後研究会で指導者が

今日の保育内容について指導案をᇶに提案し、参加者が意見を㏙合うࢱࣃーンの⧞り返しが

多くマンࣜࢿしやすい。今ᅇは保育実践にビデオ撮影を取りධれたり、事後研究会での話し

合いに⟢を活⏝したり、ⱝい教員から発ゝしたりするようにしたりしたが、ྠࡌことの⧞り

返しは㑊け、より研修のຠ果のୖがる方法をᖖに考えることが必要である。 

   ᪂௵教員などⱝい教員には、┠の前の子どもを通して࣋テࣛン教員が┤᥋指導して見せること

は、具体ⓗでຠ果ⓗであり㌟につくものが大きい。ⱝいときにᇶ♏ᇶᮏをしっかり㌟に╔けてお

くことは、ᑗ᮶にわたってのຊになる。教育ጤ員会等で行われる研修とేせて園内でも取り組ࡴ

ことが必要である。 

   第㸰㸬研修体⣔の⌧職ẁ㝵での課題とᒎᮃで㏙たように、研修には㣴成ẁ㝵、᥇⏝ẁ㝵、⌧

職ẁ㝵それぞれのẁ㝵で┠ᶆがあり、学ࡪき内容があるが、⌧職ẁ㝵の研修こそ最もຊをけ

ていくことができる。研修は✚めば✚ࡔࡴけຊになっていく、研修を✚ࡳ㈨㉁ྥୖをᅗり、⮬ಙ

をᣢって教育のᑓ㛛ᐙとして子ども㐩と学ࡧ合える保育者を┠指してもらいたい。 
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